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(1)ＧＩＧＡスクール構想で
目指すもの



じょうほぷか
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◎目的

① 自ら課題をつくり、その解決に向けて協働的・
対話的に考えを広げ深めていく子ども

② 自分の学びを振り返り、自分についた力を自覚し、
次につなげる子ども

③ 情報活用能力を育みながら
ＩＣＴを活用して学びを深める子ども

◎令和の授業づくりで
目指す子どもの姿について
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◎１人１台端末と高速ネットワーク網の整備
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〇どの子どもも使いやすい端末
としてiPadを選定
（小学１年生から中学３年生まで）

〇端末の機能とアプリケーション、
クラウドを活用したアウトプット型
の授業に変わる

〇「高速ネットワーク網」を

段階的に整備している
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(2) これからの授業について
～授業はどのように変わるのか～



◎実践例１
小学校６年
体育「動きを改善しよう」
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教師が手本動画を配信
動画を見て、よい動きのイメージをつかむ
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友達と協働的に
動きを取り合う

どこから撮ると、動きの
改善につながるか考え、
いろいろな角度から撮る
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か

動画を見返して、
動きを改善する
方法を考える
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動きを改善する方法を試す活動を繰り返す
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◎実践例２
小学校３年
国語「学校の自慢を伝えよう」
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学校の自慢を考えてカードに書き込む
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友達とカードを共有し、
アプリの思考ツールを
用いて整理する
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友達と話し合い、
プレゼンテーションの
スライドを作成する
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大型テレビに投影して、
プレゼンテーションを行う

◎情報活用能力を育みながらICTを
活用して学びを深める子どもの姿
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◎デジタル教科書
活用予定

17

令和３年度 約半数の学校（希望校）の小５・６年生
と中学生が１教科の学習者用デジタル
教科書を活用

令和４・５年度 学校や学年、教科が拡張される

令和６年度 全ての教科書がデジタル化
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(3)学校外での
学びについて
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①学童保育にもWi-Fiがつながり、学校の学習の続きやデジ
タルドリルを用いた学習ができるようになります。

②家庭でも、全ての子どもが、オフラインでの学校の学習の
続きができます。また、Wi-Fiを活用し、インターネットを使っ
た自主学習にも取り組むことができるようになります。
Wi-Fi環境がない家庭には、新潟市からWi-Fiルータを無償
で貸与し、インターネットにつながる環境づくりを支援します。
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・国語、算数・数学、理科、
社会、英語があり、紙
のドリルよりも多くの教
科に対応しています

・国語では手書きで漢字

練習もできます
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・苦手な問題だけを繰り返すことができます
・自動で採点され自分のペースで取組めます
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(4)今後の教育委員会の
取組みについて
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これまで これから学びの場

・高速ネットワーク網を早急に整備
・端末を日常的に用いた授業が展開されるような研修の充実
・ICT支援員の配置や支援ポータルサイトで先生を支援
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